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１．はじめに

本稿では、ICTを用いた職能成長養成モデルに基づ

く教育実習授業の振り返りの取組と、その取組を通じ
ての教育実習生の学びの足跡について報告する。

Schön（1983）が「技術的合理性」に基づく「技術

職能成長養成モデルに基づく教育実習の取組における教育実習生の学びの足跡
—教育実習アセスメントプロジェクトの実施とその可能性—

米沢　崇
（奈良教育大学職能成長プロジェクト）

中井　隆司
（奈良教育大学教職大学院）

伊藤　剛和
（奈良教育大学学術情報教育研究センター）

竹内　範子
（奈良教育大学附属幼稚園）

坂下　伸一
（奈良教育大学附属小学校）

井村　健
（奈良教育大学附属中学校）

Professional Development of the Student Teachers through the Student Teaching:
The Practice & Potentiality of the Project for Student Teaching Assessment

Takashi Yonezawa
(Project for Professional Development, Nara University of Education)

Takashi Nakai
(SPDE, Nara University of Education)

Takekazu Ito
(Center for Academic Information, Nara University of Education)

Noriko Takeuchi
(Kindergarten, Nara University of Education)

Shinichi Sakashita
(Elementary School, Nara University of Education)

Takeshi Imura
(Junior High School, Nara University of Education)

要旨：奈良教育大学職能成長プロジェクトでは、4週間教育実習において開発した「教育実習支援システム」を用い
た教育実習生の実習授業の振り返りの取組（教育実習アセスメントプロジェクト）を実施した。
　本取組では、平成22年9月と平成23年9月に行われた4週間教育実習において、実際に教育実習で教育実習生が取り
組む内容と職能成長養成モデルの各ステージを関連付け、職能成長養成モデルのサイクルを循環させた。得られた成
果として、教育実習終了後に教育実習生は教育実習支援システムを利用し、自らの実習授業を視聴し振り返ることに
よって、授業（保育）の進め方や子どもとのかかわり方、教材・教具の用い方に関する良かった点や改善点、改善策
について言及していた。
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的熟達者」から「行為の中の省察」に基づく「反省的
実践家」という新しい教師像を提唱して以降、教育現
場では、「反省的実践家」として省察力と課題解決力
を備え自己成長できる教員、すなわち、「職能成長能
力注１」を備えた教員が求められている。また、中央
教育審議会の「今後の教員養成・免許制度の在り方に
ついて（答申）」（2006年7月）や、「学士課程教育の構
築に向けて（答申）」（2008年12月）においても、教員
養成の質的向上に踏み込んだ改革がそれぞれ提言され
ている。

このような社会からの要請に対して、教員養成系大
学・学部では、教員養成カリキュラムの質保証に向け
て、カリキュラム・デザインや授業内容・方法を知識
注入型・トレーニング型の教員養成から省察型・自己
成長型の教員養成へと転換し、職能成長能力を備えた
教員を養成するための改革が活発に行われている（中
井、2009；米沢他、2011）。とりわけ、事前・事後指
導を含む教育実習プログラムにおいては、教育実習生
の職能成長能力を向上させるために様々な取組が行わ
れている。例えば、秋田大学教育文化学部では、省察
を基盤とした教育実習生による自身の授業分析と実習
日誌分析の２つを組み込んだ教育実習事後指導プログ
ラムを開発・導入した結果、導入したプログラムが教
育実習を通しての教育実習生自身の成長過程や今後の
課題を明確化させるなど、教育実習生が実習経験を省
察する上で有効であることを確認している（姫野他、
2006）。また、近年ではビデオカメラを用いて実践映
像等を撮影し、e-learningシステム等で自身あるいは
他者の実践を振り返るなど、ICTを活用して教育実習
生の職能成長を支援する取組も行われてきている。鳴
門教育大学では、「鳴門教育大学授業実践映像データ

ベース」を開発し、教育実習における教育実習生の授
業実践映像等を蓄積するとともにWeb上で教育実習
生の実践の省察を支援する取組を通じて、教育実習生
が自身あるいは他者の授業実践映像を視聴し、コメン
トすることで彼らの省察が促進されたと報告している
（藤原、2010）。

このような動向の中、奈良教育大学では、平成21年
度より「学生の職能成長過程と一体化した統合的教職
実践演習のモデル開発—職能成長養成モデルとアセス
メントに基づく学士力の保証—」（以下、職能成長プ
ロジェクト）に取り組んでいる。この職能成長プロ
ジェクトでは、4年間の学生の職能成長過程と一体化
した統合的教職実践演習のカリキュラム及び授業モデ
ルを開発することを目的としている。とりわけ、「実
践デザイン」「実践」「アセスメント」「目標設定」「改
善・学習」の各ステージのサイクルを循環させる「職
能成長養成モデル」に基づいて職能成長能力を備えた
教員の養成を目指し６つの下位プロジェクトを実施し
ている注2。

本稿では、その1つである「教育実習アセスメント
プロジェクト」の取組を取り上げる。このプロジェク
トでは、職能成長養成モデルに基づく「実践デザイン」
「実践」「アセスメント」「目標設定」「改善・学習」
の各ステージを取り組みの中に導入している。具体的
には、「指導案・教材の作成（実践デザイン）」「実習
授業の実施（実践）」「自らの実習授業映像の視聴と振
り返り（アセスメント）」「改善点を把握するための観
点別目標の設定（目標設定）」「改善点の把握と改善策
の提示（改善・学習）」という形で、実際に教育実習
生が取り組む内容と職能成長養成モデルの各ステージ
を関連付けながら、職能成長養成モデルのサイクルを

図１　職能成長養成モデルと教育実習生が取り組む内容との関連
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力した。その際、教育実践経験の浅い教育実習生に、
何の指示や観点もなく、いきなり振り返りを行わせる
ことは困難であることが予想された注4。そこで、先行
研究で実践されている振り返りの観点（長谷川他、
2003）と段階（Tsangaridou and O’Sullivan、1994）
を参考に作成された「授業（保育）の進め方」「子ど
もとのかかわり」「教材・教具の用い方」の3観点につ
いて「良かった点」「改善点と改善策」の2段階で、自
身の実践を振り返り、コメントを入力するように指示
した。

₂．₂．教育実習支援システムの概略
ここでは、教育実習生が行う映像データのアップ

ロードや振り返り等の作業を支援するために開発した
「教育実習支援システム」の機能の概略について述べ
る。
₂．₂．₁．映像データのアップロード機能について

映像データをアップロードするためのシステムを利
用するには、ユーザ名とパスワードを入力しログイン
する。ログイン後は、図2のような画面が表示され、
教育実習前半と後半の実習授業のどちらであるのかを
選択するなど、所定のメニューに沿って操作すること
によって、実習授業の映像データを実習校から大学内
のサーバにアップロードすることができる。
₂．₂．₂．実習授業の視聴・コメント入力機能につ
いて

実習授業を視聴し、コメント入力するためのシステ
ムを利用するには、ユーザ名とパスワードを入力しロ
グインする。ログイン後は、アップロードされた動画
の情報（授業名、授業実施日、実習校名、学年等）を
入力するなど、所定のメニューに沿って操作するに
よって、図３のような画面が表示される。

実習授業を視聴し、コメント入力する機能について
は次の通りである。1）授業映像とコントローラーで
は、教育実習生自身の実習授業の映像が上部に表示さ
れ、下部のコントローラーで再生・停止・コマ送り・

循環している（図１）。なお、本取組では、教育実習
生がデータのアップロードや振り返りなどの作業を円
滑に行うことができるように、インターネットを介し
て実習授業の映像データ等をアップロードする機能と
実習授業映像を視聴しコメントを入力する機能を有し
た「教育実習支援システム」を開発・利用した。

以上の取組を通じて、教育実習生が自らの実践を振
り返ることで教育実習生に自己を対象化させ、良かっ
た点、改善点やその改善策を具体的に見出させるとと
もに、教育実習生自身の職能成長を促すことが期待さ
れる。

₂．本取組の実施概要

₂．₁．本取組の計画と方法
平成22年９月と平成23年９月に行われた４週間教育

実習を対象に、以下の計画と方法で本取組を実施した。
なお、協力者は本学の附属学校園と奈良市内協力校に
おいて教育実習を行った学校教育教員養成課程の３回
生55名（平成22年度計19名：附属幼稚園３名：附属小
学校６名：附属中学校10名、平成23年度計36名：附属
幼稚園５名：附属小学校16名：附属中学校９名：協力
校注36名）であった。
₂．₁．₁．教育実習期間中

教育実習生は実践する実習授業の学習指導案の作成
し、その後、実習授業を実施した。さらに、その内容
をデジタルビデオカメラで収録し、その日の放課後に
デジタルビデオカメラをノートパソコンに接続し、教
育実習支援システムのアップロード機能を用いて実習
授業の映像データを実習校から大学内のサーバにアッ
プロードした。なお、この作業は教育実習前半と後半
の実習授業の計2回行った。
₂．₁．₂．教育実習終了後

教育実習生は教育実習支援システムにアクセスし、
教育実習前半と後半の計2回の実習授業の映像を視聴
する。さらに、自らの実践を振り返り、コメントを入

図２　映像データのアップロード機能の画面
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音量調整等の操作ができる。2）コメント入力フォー
ムでは、教育実習生が自身の実習授業に対して先述し
た「授業（保育）の進め方」「子どもとのかかわり」
「教材・教具の用い方」の3観点のいずれかを選択し、
良かった点や改善点・改善策についてのタイトルや具
体的なコメントを入力することができる。さらに、本
システムの特徴として授業映像の時間（秒単位）と振
り返りのコメントがリンクしており、教育実習生は自
身の実習授業の各場面で気づいた良かった点や改善
点・改善策について詳細にコメントを入力することが
できる。3）コメント表示欄では、コメントを入力し
た時間帯やタイトル名等が表示される。また、タイト
ルをクリックすると、その時間帯の授業映像とコメン
トタイトルが画面に表示される。4）動画情報では、
授業名、授業実施日、実習校名、学年などといった実
習授業の映像の情報が表示される。5）関連資料では、
アップロードした実習授業の学習指導案等のファイル
を閲覧できる。

₃．本取組の成果と教育実習生の評価

₃．₁．自らの実践の視聴と振り返りによる教育実習
生のコメント

以下では、教育実習支援システムを用いた教育実習
生の授業映像の視聴と振り返りによるコメントの内容
について検討する。本取組では教育実習前半と後半の
実習授業それぞれの振り返りを行っているが、本稿で
は紙面の都合上、教育実習後半の実習授業に対する振
り返りのコメント内容について報告する。その理由は、
ある程度教育実習経験を積んだ上で実施された教育実
習後半の実習授業の方が教育実習生自身の振り返りを
促進する情報を多く含んでいると考えたからである。
なお、良かった点に関するコメントの総数は228件、
改善点とその改善策に関するコメントの総数は340件

であった。教育実習生の入力したコメントは先述した
３つの観点とその内容ごとに著者らが整理した。
₃．₁．₁．自らの実践の良かった点に関する教育実
習生のコメント

自らの実践の良かった点に関する教育実習生のコメ
ント（総数228件）をみると、授業（保育）の進め方
についての記述が109件、子どもとのかかわり方につ
いての記述が81件、教材・教具の用い方についての記
述が34件であった（表１）。以下では、３つの観点別
にみた自らの実践の良かった点に関する教育実習生の
コメント内容について報告する。

まず、授業（保育）の進め方については、「友達と
楽しい気持ちを共有してほしかったため、楽しい話を
する予定にしていたが、一応その話を組み込めるよう
にはなっていた。１回目の保育のときは保育に必死で
全然かけられなかったため、少しは改善できたのでは
ないかと感じる。」○幼 注５や「目標を口頭で伝えるだけ
では児童もわからなくなってしまうことがある。板書
によって明確にし、これからの目的を示すことができ
ている。」○小というコメントがみられた。

つづいて、子どもとのかかわり方についてのコメン
トをみると、「形の中に入りにくい子どもには、みん
なでその子どもの名前を呼ぶことで、友達と一緒に遊
びたいという気持ちが高まるように配慮したり、みん
なに名前を呼ばれることで一人ぼっちにならないよう
に配慮していた。」○幼 と振り返る教育実習生がいた。
また、「１回目よりも声が大きく、はっきりとしてい
る。子どもたちの発言を聞き、必要な発言を拾うこと
が出来ている。子どもたちの発言を受けて、発問をし、
授業を構成していこうとしている。」○小 や「個人に対
して、前回より分かりやすい説明ができている。（生
徒が理解できている）」○中とコメントする教育実習生
もいた。

さらに、教材・教具の用い方について「最初にプリ

図３　実習授業の視聴・コメント入力機能の画面
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るく、児童の答えがなくても根気強く待たなければな
らない。」と考えた教育実習生がいる。また、別の教
育実習生のコメントでは「前に出てきてもらった児童
とだけのかかわりになっている。全体に広げなければ
ならなかった。」○小や「映像で見てみると、関係のな
い話をしている子が多かったので、しっかり気づいて
指導しなければいけなかった。」○中という改善点と改
善策を記述している。

その他に、教材・教具の用い方についてのコメント
をみると、「色を伝えるときに話すスピードが速すぎ
て紙がこどもたちに見えていない。紙の色をしっかり
伝えるためにもっとゆっくり話すべきであった。」○幼
や「運動のできるマットの場所が足りていない。事前
に予測し、準備の際に考えておくべき。生徒に場所を
指定できていないので時間がかかってしまっている。」
○中という改善点と改善策を記述した教育実習生もい
る。ある教育実習生は「凸レンズをあてる前とあてた
後の変化の違いを意識させることができていない。」
○中と考え、「まず、光をあてただけの様子を観察させ、
その状態から凸レンズをあてて変化を意識させるよう
にする。」という改善策を提案している。

これらの記述に代表されるように、教育実習終了後
に教育実習生が授業の進め方や子どもとのかかわり
方、教材・教具の用い方に関する改善点について言及
するとともに改善策を提案している。
₃．₂．自らの実習授業の振り返りによる教育実習生
の学びの足跡

上記のコメント内容から、教育実習生自らの実習授
業の視聴と振り返りによる彼らの学びの内実について
以下のことが示唆される（図４）。

まず、教育実習生は自らの実践を視聴し振り返るこ
とによって、授業の進め方や子どもとのかかわり方、
教材・教具の用い方についての良かった点を把握し、
その理由について言及していた。姫野他（2006）は、
実習生による実習生自身の授業映像やその授業プロト

ントを配布せずに、まず黒板に集中させることで全体
の集中を高めることができる。児童の学習への集中が
ある程度高まった後に配布したことはよかったと思
う。」○小 と記述する教育実習生や、「前回の授業でプリ
ント配布に時間をとられてしまった反省より、今回は
あらかじめ班の人数分ずつプリントをわけておいたの
でスムーズに渡すことができた。」○小というコメント
もみられた。

以上のことから、教育実習終了後に教育実習生が自
らの授業映像を視聴し、振り返ることで彼らが授業の
進め方や子どもとのかかわり方、さらには教材・教具
の用い方についてポジティブな側面を見出していると
ともに、その理由についても言及していることが指摘
できる。
₃．₁．₂．自らの実践の改善点とその改善方法に関
する教育実習生のコメント

自らの実践の改善点とその改善方法に関する教育実
習生のコメント（総件340）をみると、授業の進め方
についての記述が159件、子どもとのかかわり方につ
いての記述が88件、教材・教具の用い方についての記
述が68件であった（表１）。以下では、３つの観点別
にみた自らの実践の改善点とその改善策に関する教育
実習生のコメント内容について報告する。

まず、授業の進め方についてのコメントをみると、
ある教育実習生は「子どもの興味が教具の方に集中
し、教師の話を聞けていないので、もっとメリハリを
つけるなどの工夫する方が良い。」○小という改善点を
見つけ、その改善策を提案している。その他、「説明
での注意点が不十分であったようである。」○中という
理由から「実験結果に影響が出るような細かい部分は
繰り返し丁寧に注意を呼びかける必要がある。」と改
善策を示している教育実習生もいる。

つづいて、子どもとのかかわり方に関するコメント
では、「児童からの応答がない場合、表情に陰りがで
てしまっている。」○小ことに気づき、「どんなときも明

表１　教育実習後半の実習授業の振り返りによる教育実習生の記述（基礎集計）
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コルを利用した省察によって、教育実習生自身が教育
実習でどのように成長したのか実感していることを報
告している。これらの指摘を踏まえると、本取組にお
いても、教育実習生が自らの授業映像を視聴し振り返
ることによって、自己の実践を対象化し、自らの実習
授業のポジティブな側面を把握していると推察される。

せていることを指摘している。藤原（2010）も、教育
実習における教育実習生の授業実践映像等を蓄積し
Web上で教育実習生の実践の課題を把握させている。
これらの指摘を参照すると、教育実習を経験した教育
実習生が本取組を通じて、自らの実践を振り返るなか
で自己を対象化することによって改善点を見出し、そ
の改善方法を提示していると考えられる。

若手教員の教育実践の反省に着目した木原（2004）
は、若手教員に期待される反省という行為を問題の発
見と解決に分類している。とりわけ、若手教員にはそ
のうちの発見に力点を置き、多くの経験を蓄積させる
ことで、それを促すことが重要であると述べている。
木原（2004）の対象は若手教員であるが、教員として
のキャリアの出発点にある教育実習生に対しても当て
はまるものと思われる。これらのことから、本取組に
は、教育実習生に自らの教育実践にかかわる良かった
点や改善点に言及させるという経験を提供できる可能
性があると考えられる。
₃．₃．本取組に対する教育実習生の評価

教育実習支援システムを用いた作業内容の感想や本
取組に対する評価などを尋ねるアンケートを実施し
た。表2は、アンケート項目と結果を示したものである。
サンプル数が少数であるため本取組の効果を十分に把
握できないが教育実習生の評価を記す。

まず、問1の回答結果をみると、教育実習支援シス
テムの操作性については肯定的な回答が得られた。彼
らが授業映像の時間と振り返りのコメントをリンクさ

表２　本取組に対する教育実習生の評価

図４　教育実習後における振り返りの様子

さらに、教育実習生は自らの実践を視聴し振り返り
を行うことによって、授業の進め方や子どもとのかか
わり方、教材・教具の用い方についての改善点を見つ
け、その改善策についても言及していた。先述した姫
野他（2006）は教育実習後の教育実習生自身の実践の
振り返りによって，彼らが今後の課題を浮かび上がら
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領域で行われるため、それらの実践を振り返る観点は
複雑かつ多様である。したがって、観点をより多様化
していくことも重要であろう。また、今後は教育実習
生自身が主体的に独自の観点を設定し、振り返ること
ができるように工夫していきたい。

次に、教育実習支援システムに対する教育実習生の
評価結果から、彼らがICTを用いた振り返り等の作業
を肯定的に評価していることがわかった。先述した藤
原（2010）も、教育実習における教育実習生の授業実
践映像等を蓄積しWeb上で教育実習生の実践の省察
を支援する取組を通じて彼らの省察が促進されたこと
を報告している。本研究で得られた成果や先行研究の
知見を踏まえれば、ICTを積極的に活用することは教
育実習生の振り返りを促す上で有効な手法であると思
われる。

最後に、本取組の今後の展開について述べたい。今
回は、職能成長養成モデルを教育実習の取組に導入し
た。職能成長プロジェクトでは、他の下位プロジェク
トにおいて、職能成長養成モデルを導入した課題解
決・省察型教員養成授業モデルを構築し、大学の授業
科目の一部で展開している。そこで、それら授業科目
と今回の取組との関連を検討し、本学の教員養成カリ
キュラムの系統性や改善点を明確にしていきたい。

また、本学の教職科目である「現代教師論」におい
ては、附属学校園の授業を参観し、その気づきを（と
りわけ授業場面における教師、児童生徒の動きを中心
になど）詳細に記述させている。同じく教職科目であ
る「教育方法・メディア」や各教科教育法の授業科目
においても、実施された授業（模擬授業含む）につい
ての振り返りを行わせている。これらの機会に学生が
振り返った事柄と比べて、教育実習後の段階での振り
返りがどの程度質的に変化したのかという点も今後検
討し、学生の職能成長過程を継続的にサポートしてい
きたい。

加えて、平成22年度入学生から対象となる教職実践
演習の実施に向けて作成されている「履修カルテ」
（本学では「履修記録」と呼称）との連動を考慮し、
今後、本取組を通じて得られた実習授業映像や振り返
りコメント等のデータを学生の職能成長過程をアセス
メントするためのエビデンスとして保存していくこと
も重要な課題である。

注

１　職能成長能力とは、自己の成長段階に応じて必
要な資質能力を獲得し、成長していく能力のこ
とである（中井、2009）。米国の州間新任教員評
価支援協議会が定めたINTASC（Interstate New 
Teacher Assessment and Support Consortium 
Principles）のスタンダードにおいても、新任教

せ、実習授業の各場面で気づいたことを詳細にコメン
ト入力することができる本システムを好意的にとらえ
ていると思われる。ただし、画面サイズについては改
善を検討しなければならない。つづいて、問2と問3の
回答をみると、多くの教育実習生が授業映像を振り返
りことによって、自らの実践についての良かった点や
改善点に気づき、改善策を具体的に提示することがで
き、教育実習生自身の学びの参考になったと回答して
いた。また、理由についての自由記述から本取組に対
する好意的な感想が多くみられる一方で、改善点の把
握はできたが良かった点を見出せなかった教育実習生
もいたようである。

４．おわりに

ここまでは、 ICTを用いた職能成長養成モデルに基
づく教育実習授業の振り返りの取組と、その取組を通
じての教育実習生の学びの足跡について述べた。以下
では、得られた知見を整理するとともに、本取組の可
能性について言及したい。

本取組では、平成22年９月と平成23年９月に行われ
た4週間教育実習において、実際に教育実習で教育実
習生が取り組む内容と職能成長養成モデルの各ステー
ジを関連付け、職能成長養成モデルのサイクルを循環
させる取組を行った。得られた結果として、教育実習
終了後に教育実習生は教育実習支援システムを利用し
自らの実習授業を視聴し振り返ることによって、授業
（保育）の進め方や子どもとのかかわり方、教材・教
具の用い方に関する良かった点や改善点、改善策につ
いて言及していた。

先述したように、近年、教員養成系大学・学部にお
いては知識注入型・トレーニング型の教員養成から省
察型・自己成長型の教員養成への転換が進められてい
る。例えば、日本教育大学協会（2004）では、教育現
場での体験の場と大学での研究的な省察の場を往還さ
せる「教員養成コア科目群」を中核とした教員養成の
モデル・コア・カリキュラムが提案されている。その
中でも、教育現場での体験と大学での省察を往還させ
る上で事前・事後指導を含む教育実習プログラムは重
要な役割を担っていると考えられる。今後、教員養成
系大学・学部においては、教育実習生の省察力や課題
解決力を養う取組を積極的に実践していくことが不可
欠であろう。そのような動向のなかで、職能成長養成
モデルに基づく教育実習終了後の実習授業の振り返り
の取組は、教育実習生の職能成長に寄与する可能性が
期待できる。

ただ、本取組は試行的な取組であるため、振り返り
の３つの観点は主に指導方法や教材・教具に関するも
のを中心に共通のものを設定し、教育実習生の振り返
りを促した。しかし、教育実習は多様な校種・教科・
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員の習得すべき基本的かつ重要な能力の一つとし
て示されている。この能力は、本学が卒業までに
獲得すべき新任教員に求められる目標資質能力と
して定めているカリキュラム・フレームワーク
（７つの目標資質能力基準）の一つでもある。カ
リキュラム・フレームワークの詳細については森
本他（2009）を参照のこと。

２　職能成長プロジェクトの概要については、本プ
ロジェクトのホームページ（http://pd.nara-edu.
ac.jp/）や中谷他（2010）を参照のこと。

３　協力校（奈良市内の公立小学校）においては、教
育実習中に教育実習校の指導教員及び大学の担当
教員が収録された映像にコメントなどの書き込み
をすることも可能で、教育実習生は教育実習中に
指導教員と一緒に書き込まれたコメントを基に授
業検討会を開催することで、教育実習指導に生か
す取組も行っている。この取組の成果については
別稿で詳論する予定である。

４　澤本（1998）も、経験の浅い教育実習生や初任教
員に自らの実践を振り返させるときには、振り返
り方法等について配慮が必要であると指摘してい
る。本取組においても、教育実習を対象としてい
ることから、振り返り方法等についてある程度配
慮することが必要であると判断した。

５　「 　」内の文章（太字・斜体）は、教育実習生の
記述をそのまま引用している。○幼は幼稚園，○小は
小学校，○中 は中学校というように教育実習生が実
習授業を行った実習校の校種を表している。
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付記

本取組にご協力いただきました皆様に厚くお礼申し
上げます。

本稿の内容は、文部科学省特別経費（プロジェクト
分）事業「学生の職能成長過程と一体化した統合的教職
実践演習のモデル開発—職能成長養成モデルとアセス
メントに基づく学士力の保証—」の成果の一部である。

米沢　崇・中井　隆司・伊藤　剛和・竹内　範子・坂下　伸一・井村　健

138


